
自治体との光ファイバ接続について
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■オンライン会議を活⽤し、河川管理者や市町村等の流域関係者全員で河川やダムの状況を確
認しながら、災害の危険を共有。
■河川ライブカメラ映像や地図、イラストなどを⽤いて、河川の状況や災害の危険を分かりやすく伝
達することができ、また、コロナ禍におけるリエゾン派遣等が限られる状況での情報共有にも活⽤。

ホットライン

ダム貯⽔位

河川⽔位

ライブカメラ

・河川事務所と流域の市町村を接続する、防災⽤
の専⽤光ファイバ回線を⽤いたオンライン会議を開催。
・個別に電話で⾏う従来のホットラインと⽐べ、流域
内の複数の市町村へ同報が可能であり、また、ライブ
カメラ、資料を⽤いた河川状況の詳細な伝達が可能。

防災用
光ファイバ
回線

ＴＶホットライン ＴＶホットラインによる洪⽔対応演習例

・R2.５⽉に、河川事務所と流域の市町村をオンラ
イン会議で接続し、河川の状況の伝達、ライブカメラ
映像の確認等を⾏う演習を実施。
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他機関用映像共有化ＷＥＢサーバ 九州地方整備局
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他機関用映像共有化ＷＥＢサーバ 九州地方整備局
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国土交通省
ネットワーク

九州地方整備局

○○河川国道事務所

市 町

九州地方整備局

①映像情報

国土交通省で設置しているＣＣＴＶカメラや
九州地方整備局ヘリ映像の閲覧が可能

②河川情報
（雨量・水位）

国土交通省専用回線であるので、インターネット
提供情報に比べ、より確実に、より迅速に、最新
の更新データが閲覧可能となる。

③ホットライン ④ＴＶ会議

○○河川国道事務所、九州地方整備局との
ＴＶ会議（平常時、災害時）が可能

公衆網

○○河川国道事務所

市 町

ＮＧ

ＮＧ

ＯＫ

国土交通省専用回線であるので災害時等の事業
者回線（NTT等）の輻輳に影響されず、○○河川
国道事務所との通話が可能となる。

九州地方整備局

○○河川国道事務所 市 町

光ケーブル

接続イメージ図

（新設）

交換情報

国土交通省と市町との光ケーブル接続の概要（イメージ図）
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